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遺
跡
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種
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都
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跡

遺
跡
の
年
代
　
一　
長
岡
京
期

（七
八
四
ぞ
七
九
四
年
）、
二
　
不
切

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

ち
南
東

へ
流
れ
る
幅
五

・
六
ｍ
の
小
川
、
調
査
地
東
北
部
の
直
径

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
以

上
の
沼
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
を
検
出
し
た
。

小
川
か
ら
は
、
長
岡
官
第

一
号
木
筒
、
墨
描
き
木
製
品
、
瀕
に
釘
の
痕
跡
と

腿
部
に
紐
で
緊
縛
さ
れ
た
痕
跡
を
と
ど
め
る
人
形
、
斎
串
、
櫛
、
木
槌
、
漆
器

片
等
、
多
数
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。

一
一　
北
辺
官
衛

（Ｙ
地
区
　
宮
第
二
三
次
調
査
）

調
査
地
は
、
長
岡
官
北
辺
官
衛

（南
部
）
の
南
端
中
央
に
位
置
す
る
。
長
岡
京

期
の
遺
構
は
、
北
辺
官
行
区
画
の
南
辺
を
限
る
溝
と
柵
列
三
条
の
他
、
前
後
二

時
期
に
わ
た
る
建
物
群
を
検
出
し
た
。
前
期
の
建
物
遺
構
に
は
、
南
面
廂
付
礎

石
建
物

一
棟
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
後
期
に
は
掘
立
柱
建
物
三
棟
が
あ
る
。

後
期
の
建
物
の
掘
形
の
一
つ
を
え
ぐ
っ
て
後
世
の
上
坑
状
遺
構
が
あ
り
、
木

簡
は
そ
の
中
か
ら
用
途
不
明
の
異
形
鉄
器
と
共
に

一
点
出
土
し
た
。
長
さ
六

一

ｃｍ
の
杭
状
木
製
品
の
上
部
に
墨
書
し
た
も
の
で
、
釈
読
は
困
難
で
あ
る
。
本
遺

構
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
他
と
の
切
り
合
い
関
係
が
認
め
ら
れ
ず
、
決
定
で
き

な
い
。
現
在
こ
の
杭
状
木
製
品
は
所
在
が
不
明
で
、
今
回
新
た
な
調
査
を
加
え

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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「
八
条
四
」
は
前
後
左
右
に
並
べ
た
甕
の
横
八
列
、
四
番
目
の
位
置
を
示
す
。
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調
査
地
は
、
長
岡
宮
北
辺
官

衛

（南
部
）
に
位
置
す
る
。
付
近

は
西
か
ら
東
に
石
田
川
の
開
折

谷
が
延
び
て
低
湿
地
が
あ
り
、

官
域
で
は
ほ
ぼ
唯

一
の
木
簡
出

土
可
能
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

長
岡
京
期
の
遺
構
は
、
北
西
か

(京都市南部)



「
三
斜
九
斗
」
は
現
量

一
石
五
斗
六
升

（約
二
八
Ｏ
Ｊ
）
で
、
長
岡
京
期
に
使
用

さ
れ
た
須
恵
器
大
甕
の
一
タ
イ
プ
に
こ
の
容
量
の
も
の
が
あ
る
。
米
は
醸
造
用

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
右
京
七
条
二
坊
五
町
で
須
恵
器
大
甕
据
え
つ
け
跡
と
推

定
さ
れ
る
整
然
と
並
ん
だ
円
穴
を
有
す
る
大
規
模
建
物
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
木
簡
の
表
記
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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1977年以前出上の木簡

宮第33次調査出土

木簡 (S=1/4)

須恵器大甕を据えつけた倉庫推定復元図(木村泰彦氏作図)




